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大物をゲット
　7 月 31 日に、松ケ平海水浴場で開催されたブリのつかみ取り大
会。大物のブリを捕まえようと県内外から 221 人が参加し、長島
の夏を満喫していました。　　　　　　　　　　（関連記事＝ P15）



　

平
成
28
年
度
長
島
町
消
防
操
法
大

会
が
７
月
３
日
、
蔵
之
元
漁
港
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

火
災
現
場
を
想
定
し
て
、
機
械
器

具
の
操
作
技
術
と
規
律
動
作
を
競
い

合
う
こ
の
大
会
に
は
、
町
内
の
11
分

団
か
ら
ポ
ン
プ
車
の
部
に
11
チ
ー

ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
19
チ
ー
ム

が
出
場
。
団
員
た
ち
は
、
約
２
カ
月

に
及
ぶ
厳
し
い
訓
練
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
練
習
を
共
に
し
た
団

員
や
そ
れ
を
支
え
て
き
た
家
族
、
観

客
が
見
守
る
な
か
、
指
揮
者
の
「
操

作
始
め
！
」
の
号
令
と
同
時
に
、
操

作
員
は
機
敏
な
動
作
で
ホ
ー
ス
展
張

や
ポ
ン
プ
操
作
を
開
始
。
静
ま
り
か

え
っ
た
会
場
に
は
、
緊
張
感
が
漂
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
競
技
の
途

中
、
急
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
今
大
会
で
す
が
、
選
手
ら

は
集
中
力
を
切
ら
す
こ
と
な
く
競
技

に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で
個
人

賞
を
全
て
取
っ
た
城
川
内
分
団
が
圧

巻
の
優
勝
。
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
も

同
唐
隈
班
が
優
勝
し
、
８
月
７
日
に

開
催
さ
れ
る
出
水
支
部
大
会
へ
の
出

場
が
決
定
し
ま
し
た
。
推
戴
式
で
川

添
町
長
は「
長
島
町
の
代
表
と
し
て
、

堂
々
と
し
た
消
防
操
法
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

大 

会 

成 

績

総
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３
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内
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２
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中
央
分
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３
位　

蔵
之
元
分
団

小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優
勝　

城
川
内
分
団
唐
隈
班

　

２
位　

中
央
分
団
鷹
巣
班

　

３
位　

川
床
分
団
塩
追
班

個
人
賞

ポ
ン
プ
車
の
部

　

指
揮
者　

米
尾　

定
固（
城
川
内
分
団
）

　

１
番
員　

坂
元　

大
輔（
城
川
内
分
団
）

　

２
番
員　

飯
尾　

裕
樹（
城
川
内
分
団
）

　

３
番
員　

大
堂　

丈
夫（
城
川
内
分
団
）

　

４
番
員　

宮
内
也
寸
志（
城
川
内
分
団
）

小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

指
揮
者　

石
元　

和
也

（
中
央
分
団
鷹
巣
班
）

　

１
番
員　

石
塚　

史
郎

（
城
川
内
分
団
唐
隈
班
）

　

２
番
員　

北
園　

慶
介

（
城
川
内
分
団
唐
隈
班
）

　

３
番
員　

湯
田　

智
之

（
城
川
内
分
団
城
川
内
班
）

磨き抜いた「規律」と「スピード」の１本勝負
平成28年度長島町消防操法大会

↑緊張の面持ちで操法開始合図を待つ団員

↑勢いよく走り吸管を伸張

↑号令と共に走り出す

↑方向を確認してのホース展張

↑第２線、全速力で走る 2 番員とそれを追いかける 3 番員

↑急に降り出した大雨にも集中力を切らすことなく競技

↑支部大会へ向け激励を受ける団員たち ↑号令後ホースを担ぎ走り出す指揮者
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～ 長島町のさらなる発展を願って ～

　７月 28 日、株式会社鶴丸薬品の濵脇義臣代表取締役社
長が町長室を訪れ、「長島町ぶり奨学金基金」への寄付金
を川添町長へ手渡しました。
　濵脇社長は、東町漁業協同組合が同基金へブリ出荷１本
につき１円の寄付をした話を聞き、同社としても町のため
に何かできないかと考え、東町漁協協同組合へ納品してい
るブリを入れる発泡スチロールケース１個につき 1 円を
寄付することを決めました。
　今回は、平成 27 年度の納品実績が 52 万 5,903 個であっ
たことから 53 万円を寄付。「長島町がこれからも発展す
るように願いを込め、毎年基金への寄付をしていきたい」
と話しました。

長島町ぶり奨学金基金へ寄付

↑川添町長へ寄付を手渡す濵𦚰代表取締役社長

5 年
　25 ｍ自由形　　　23 秒 4　川畑　結愛　( 川　床 )
　50 ｍ自由形　　　45 秒 7　大戸公美子　( 城川内 )
　25 ｍ平泳ぎ　　　31 秒 8　波戸こなみ　( 獅子島 )
　50 ｍ平泳ぎ　　　58 秒 4　大戸公美子　( 城川内 )
　50 ｍ背泳ぎ　1 分 15 秒 4　谷尾きらら　( 平　尾 )
6 年
　25 ｍ自由形　　　25 秒 0　濱　　杏弥　( 鷹　巣 )
　50 ｍ自由形　　　43 秒 3　有村　春菜　( 城川内 )
　100 ｍ自由形　1 分 58 秒 0　飯尾　雅菜　( 蔵之元 )
　25 ｍ平泳ぎ　　　31 秒 0　林　　愛華　( 鷹　巣 )
　50 ｍ平泳ぎ　　　58 秒 7　山口　桃佳　( 城川内 )
　100 ｍ平泳ぎ　1 分 59 秒 6　有村　春菜　( 城川内 )
　50 ｍ背泳ぎ　1 分 27 秒 9　島崎愛里沙　( 平　尾 )
5・6 年
　200 ｍリレー　3 分 17 秒 7　城川内小Ａ

（有村春菜・小川芽依・濵田ひかり・大戸公美子）

女　子

5 年
　25 ｍ自由形　　　22 秒 1　赤嵜　虎偉　( 鷹　巣 )
★50 ｍ自由形　　　39 秒 9　濵﨑　翔汰　( 城川内 )
　25 ｍ平泳ぎ　　　38 秒 1　二階堂拓翔　( 平　尾 )
　50 ｍ平泳ぎ　　　57 秒 5　江口　弘晃　( 蔵之元 )
　50 ｍ背泳ぎ　1 分 06 秒 3　石田　啄人　( 鷹　巣 )
6 年
　25 ｍ自由形　　　19 秒 3　邑山　大海　( 鷹　巣 )
　50 ｍ自由形　　　39 秒 9　中川　蹴斗　( 鷹　巣 )
　100 ｍ自由形　1 分 27 秒 6　平薮　聡汰　( 田　尻 )
　25 ｍ平泳ぎ　　　31 秒 7　大平　真碧　( 鷹　巣 )
　50 ｍ平泳ぎ　　　53 秒 1　平　　慈源　( 鷹　巣 )
　100 ｍ平泳ぎ　1 分 52 秒 2　平　　慈源　( 鷹　巣 )
★50 ｍ背泳ぎ　　　49 秒 7　平薮　聡汰　( 田　尻 )
5・6 年
　200 ｍリレー　2 分 52 秒 9　鷹巣小Ａ

（中川蹴斗・平慈源・岩下重太郎・赤嵜智哉）

男　子

５・６年男女混合

　200 ｍリレー　3 分 39 秒 9　伊唐・汐見小
（中村晃斗・杉山尚平・小屋真咲・髙橋大希） ※各種目１位のみを掲載（★は大会新記録）

　７月 27日、第 11 回長島町小学校水泳記録会が町
民プールで開かれ、町内の小学校９校から５・６年生
221 人が参加しました。
　子どもたちは、自由形や平泳ぎ、背泳ぎ、２００メー
トルリレーに挑み、駆け付けた家族や仲間の応援を受
けながら、それぞれ力いっぱいの泳ぎを見せていまし
た。

第 11回長島町小学校水泳記録会
～力いっぱいの泳ぎを披露～

↑締結後、川添町長と握手を交わす末吉支店長

～ 避難所の優先的通信回線を確保 ～

　７月 11 日、長島町と西日本電信電話株式会社鹿児島支
店の「特設公衆電話の設置・利用に関する協定」締結式が、
役場で行われました。
　この協定は、西日本電信電話株式会社鹿児島支店と相互
連携、協力のもと、長島町内の避難所などの公共施設 27
カ所に特設公衆電話を設置し、大規模災害が発生した場合、
避難所における被災者などの通信を確保することを目的と
しています。
　調印後、末吉政宏支店長は「この特設公衆電話を整備し
たことにより、安心・安全な地域づくりの一助となれば」
とあいさつしました。

特設公衆電話の設置・利用に関する協定締結式

↑掘削のために組まれた高さ約 25 ㍍のやぐら

～ 関係者が工事の安全を祈願 ～

　７月６日、指江の町文化ホール下の広場で、温泉掘削工
事の起工式が行われました。
　この工事は総事業費１億 2,744 万円で、温泉センター椿
の湯の泉量が低下してきていることから、新たな温泉源開
発を目的として温泉掘削工事を行うものです。
　式には、川添町長はじめ工事関係者など約２０人が参列
し、町長が鎌入れを行い工事の安全を祈願しました。
　この温泉掘削工事の工期は平成 29 年３月までを予定し
ており、深度約 1,500m まで掘削し、新たな温泉源の開発
を目指しています。

温泉掘削工事起工式
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防衛大学校学生・防衛医科大学校（医学科・看護学科）学生募集

◎問い合わせ先
　役場総務課　☎（86）1111［代表］
　自衛隊鹿児島地方協力本部　薩摩川内出張所　☎ 0996（22）2401

○受験資格、受付期間、試験期日

防衛大学校学生
一般（前期）

防衛医科大学校
医学科学生

防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官候補看護学生）

受験資格 高卒（見込含）21 歳未満の人（平成 29 年４月１日時点）

受付期間 ９月５日（月）～９月 30 日（金）

試験期日 11 月５日（土）・６日（日） 10 月 29 日（土）・30 日（日） 10 月 15 日（土）

確認じゃ！２つの給付金（平成28年度）

○制度の概要
　平成 26 年 4 月の消費税率引上げによる影響を緩
和するため、所得の少ない人に対し、制度的な対応
を行うまでの間の、暫定的・臨時的な措置として実
施するものです。
　具体的には、支給要件を満たす人に、平成 28 年
度中に、対象者 1 人につき 3,000 円を支給します。

○支給対象者
　・平成 28 年度分の住民税が課税されていない人
　※ただし、「平成 28 年度分の住民税が課税されている人
　　に生活の面倒を見てもらっている場合（住民税におい
　　て、課税者の扶養となっている場合）」や「生活保護の
　　受給者である場合」などは対象となりません。

○支給額
　・１人につき　3,000 円

臨 時 福 祉 給 付 金
○制度の概要
　賃金引上げの恩恵が及びにくい所得の少ない年金
受給者のかたを支援します。

○支給対象者
　次の２つの要件を共に満たす人
　①平成 28 年度臨時福祉給付金の対象者である人
　②平成 28 年 5 月分の障害基礎年金、遺族基礎年
　　金などを受給している人
　※高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）
　　を受給された人は対象外となります。

○支給額
　・対象者１人につき　30,000 円（支給は 1 回）

○申請方法
　臨時福祉給付金、障害・遺族年金受給者向け給付
金を受け取るためには、基準日（平成 28 年 1 月 1 日）
時点で、住民票がある市町村への申請が必要です。

○申請期間　平成 28 年９月１日～平成 28 年 11 月 30 日

障害・遺族年金受給者向け給付金
（年金生活者等支援臨時福祉給付金）

○提出書類　対象者と思われる人へは、申請書を郵
　　　　　　送します。

◎問い合わせ先
　役場町民福祉課　☎（86）1157［直通］

ロコモティブシンドロームを予防しましょう
　みなさん、ロコモティブシンドローム ( 略称：
ロコモ　和名：運動器症候群 ) という言葉をご存
じですか？これは近年注目され始めた用語で、筋
肉、骨、関節、軟骨、椎間板といった運動器のい
ずれか、あるいは複数に障害がおこり、「立つ」「歩
く」 と い っ た 機 能 が 低 下 し て い る 状 態 を 言 い ま
す。
　進行すると介護が必要となるリスクが高くなり
ます。長島町全体の介護が必要となった原因とし

◎問い合わせ先
　役場地域包括支援センター　☎（86）1153［直通］

≪ 7 つのロコチェック≫
～こんな状態は要注意！心当たりはありませんか？～
□片足立ちで靴下が履けない
□家の中でつまずいたり滑ったりしている
□階段を上がるのに手すりが必要である
□家のやや重い仕事が困難である
□ 2 ㎏程度の買い物をして持ち帰るのが困難である
□ 15 分くらい続けて歩くことができない
□横断歩道を青信号で渡りきれない
※ １ つ で も 該 当 項 目 が あ る と 運 動 器 の 機 能 低 下
が疑われます！

て最も多いのが「骨折・転倒」であり ( グラフ参照 )、
運動器の機能低下によるものということが明らか
になりました。
　 い つ ま で も 自 分 の 足 で 歩 き 続 け て い く た め に
は、ロコモティブシンドロームを予防する必要が
あり、適切な運動を日常生活の中に取り入れてい
くことが重要です。
　さあ、『ロコチェック』 であなたの状態を確認
してみましょう。

骨折・転倒など
20.37%

認知症
18.52%

脳卒中
16.05%

関節疾患など
15.43%

心臓病
10.49%

高齢による衰弱
0.62% その他

18.52%

介護が必要になった理由（平成 27 年度）
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文

　

８
月
１
日
付
け
で
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役
場
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人

事
異
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あ
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ま
し
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介
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。
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保　
　

修

農
業
委
員
会
主
幹
兼
第
一
係
長

（
農
業
委
員
会
主
幹
兼
係
長
）

椎
原　

洋
樹

〈
係
長
級
〉

企
画
財
政
課
広
報
統
計
第
二
係
長

（
企
画
財
政
課
主
任
）○

濵
田　

将
尚

保
健
衛
生
課
管
理
係
長
兼
環
境
衛
生
第
二
係
長

（
保
健
衛
生
課
管
理
係
長
兼
環
境
衛
生
係
長
）

中
元　

豊
人

建
設
課
工
務
第
一
係
長（
建
設
課
工
務
係
長
）

小
屋　

昭
彦

建
設
課
工
務
第
二
係
長（
建
設
課
主
任
）

○
池
林　

善
久

水
道
課
水
道
第
二
係
長（
水
道
課
主
任
）

○
濵
田　

泰
介

農
業
委
員
会
第
二
係
長（
農
業
委
員
会
主
任
）

○
長
岡　

一
明

税
務
課
主
任
（
建
設
課
主
任
）

山
口
富
美
子

〈
係
員
〉

保
健
衛
生
課
主
事
補

小
牛
尾
勇
介
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１
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日
～
８
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

17
日

19
日

20
日

20
日
～
21
日

22
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
伝
達
式　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会　
（
蔵
之
元
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

東
町
漁
協
女
性
部
通
常
総
会（
東
町
漁
協
会
館
）

長
島
地
区
赤
土
バ
レ
イ
シ
ョ
部
会
役
員
会
（
東
事
業
所
）

九
州
国
道
協
会
総
会　
　
　
　
　
（
福
岡
市)

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
江
庁
舎
）

温
泉
掘
削
工
事
起
工
式　
　
　
　
　
（
指
江
）

都
道
府
県
町
村
会
長
会　
　
　
　

(

東
京
都
）

国
と
町
村
の
農
林
水
産
政
策
懇
話
会（
東
京
都
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

獅
子
島
架
橋
建
設
促
進
協
議
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

特
設
公
衆
電
話
設
置
協
定
式　
　
　
（
役
場
）

出
水
地
区
開
発
促
進
協
議
会（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
定
例
議
会（
出
水
市
）

中
学
校
（
２
校
案
）
の
統
合
再
編
説
明
会

（
平
尾
地
区
）

中
学
校
（
２
校
案
）
の
統
合
再
編
説
明
会

（
川
床
地
区
）

中
学
校
（
２
校
案
）
の
統
合
再
編
説
明
会

（
指
江
庁
舎
）

鹿
児
島
大
学
医
師
依
頼
訪
問　

(

鹿
児
島
市
）

国
保
連
合
会
理
事
会　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

出
水
地
区
医
療
問
題
協
議
会　
（
阿
久
根
市
）

三
地
区
親
善
体
育
大
会　
　
　
（
阿
久
根
市
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

農
業
再
生
協
議
会
総
会　
　
　
　
　
（
役
場
）

中
学
校
（
２
校
案
）
の
統
合
再
編
説
明
会

（
鷹
巣
地
区
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
戦
没
者
追
悼
式（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
整
備
促
進
要
望
活
動

（
東
京
都
）

指
江
庁
舎
利
活
用
検
討
委
員
会（
指
江
庁
舎
）

出
水
地
区
社
会
基
盤
整
備
促
進
協
議
会（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

一
億
総
活
躍
・
地
方
創
生
全
国
大
会
in
九
州（
博
多
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
江
庁
舎
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

議
会
三
町
交
流
会（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

北
海
道
東
神
楽
町
歓
迎
式（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

夏
祭
り
納
涼
大
会　
　
（
松
ケ
平
海
水
浴
場
）

北
海
道
東
神
楽
町
と
の
交
流
会（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

あ
ず
ま
Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
１
６
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
、

ブ
リ
の
つ
か
み
取
り
大
会
（
松
ケ
平
海
水
浴
場
）

夏
木
立
ご
く
り
と
寺
の
延
命
水　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

梅
雨
じ
め
り
金
山
蔵
に
酒
眠
る　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

葉
書
に
て
全
快
届
く
合
歓
の
花　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

梅
雨
空
の
民
話
の
郷
に
古
墳
あ
り　
　
　
　

坂
口　

静
子

夏
木
立
へ
だ
た
る
距
離
は
遠
い
ま
ま　
　
　

大
堂　

光
幸

夏
木
立
見
上
げ
る
我
と
千
年
樹　
　
　
　
　

山
田　

哲
夫

鉄
棒
や
地
球
ひ
と
蹴
り
四よ

ひ
ら葩
咲
く　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

は
し
り
梅
雨
安
定
剤
を
ふ
や
し
お
る　
　
　

二
階
堂
恵
子

ど
の
径
も
大
路
へ
つ
づ
く
夏
木
立　
　
　
　

迫
口　

君
代

父
の
日
や
眼
鏡
の
光
る
古
写
真　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

夏
木
立
恋
知
り
初
め
し
お
下
げ
髪　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

鳥
居
よ
り
社
殿
へ
続
く
夏
木
立　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

［
短
歌
］

義
弟
の
熱
意
を
知
り
て
古
き
家
の
修
理
決
意
す
梅
雨
開
け

む
と
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
方
　
清
明

友
さ
れ
ど
い
つ
も
眺
め
た
花
い
か
だ
今
は
一
人
で
思
い
眺

む
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
仮
屋
辰
子

一
晩
で
魔
法
の
ご
と
く
伸
び
太
る
キ
ュ
ウ
リ
ぶ
ら
り
ち
ぎ

れ
と
せ
か
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
貢

雨
あ
が
り
水
の
溜
り
に
ひ
し
め
き
て
子
等
の
顔
あ
り
笑
い

は
じ
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
繁

苛
立
て
る
我
が
身
を
載
せ
て
ワ
カ
ッ
タ
カ
ラ
ワ
カ
ッ
タ
カ

ラ
と
線
路
は
進
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
木
　
良
平

人
生
は
若
き
時
に
は
気
力
有
る
年
取
る
な
れ
ば
気
力
無
く

な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
　
末
則

［
俳
句
］

蝉
の
声
方
程
式
の
手
を
止
め
る
　
　
　
　
　
脇
田
　
武
志

夕
焼
の
天
草
灘
や
嬰
を
あ
や
す
　
　
　
　
　
桐
野
　
眞
実

　戦後 70 年経った今、元少年
兵たちが戦争の秘められた事実
を語ります。

監
修　

新
生　

暁
子

　スポーツや部活をがんばって
いる子どもたちへの応援レシピ
を、一挙に紹介しています。

「
つ
く
ろ
う
！
食
べ
よ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
勝
負
ご
は
ん
」

作　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
制
作
班

「
あ
の
日
、
僕
ら
は
戦
場
で
」

乳
を
欲ほ

る
仔
牛
に
粒
の
餌
を
与
ふ
温
き
唾
液
の
舌
ざ
ら
ざ

ら
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

掌
に
つ
き
し
紫
蘇
の
香
失
ふ
に
惜
し
く
腕

か
い
な
を
上
げ
て
湯
に

浴
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

雨
露
を
つ
つ
み
て
優
し
わ
が
庭
の
凌

の
う
ぜ
ん
か
ず
ら

霄
花
の
花
の
愛
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

深
緑
の
山
に
湧
き
で
る
白
雲
を
追
ふ
ご
と
風
車
の
羽
根
車

回
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

「
満
月
が
出
て
る
」
と
五
歳
の
曾
孫
言
ふ
や
が
て
宇
宙
の

神
秘
も
知
ら
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

梅
雨
の
間
の
陽
の
降
り
注
ぐ
畑
に
て
育
ち
ゆ
く
胡
瓜
ト
マ

ト
を
楽
し
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

デ
イ
ケ
ア
に
ひ
と
日
笑
ふ
て
帰
り
来
ぬ
和
む
心
で
夕
べ
草

抜
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

台
風
の
逸
れ
て
雨
風
止
む
朝
の
紫
陽
花
葉
う
ら
に
蝸
牛
見

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

木
々
繁
り
車
行
き
交
ふ
水
俣
の
埋
め
地
に
立
ち
て
今
昔
想

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

雨
の
な
か
ひ
と
つ
の
黄
蝶
と
び
惑
ふ
何い

ず
こ処

に
行
か
ん
雨
雲

低
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

７
月

○補助の内容
　①危険住宅の撤去および移転
　　（上限 80 万２千円）
　②危険住宅に代わる住宅の建設など
　　は、金融機関から融資を受けた場合
　　の借入金の利子相当額
　　（上限 722 万７千円）
○対象
　①災害危険区域
　②県の建築基準法施行条例に基づくが
　　けの区域
　③土砂災害特別警戒区域
○その他
　①危険住宅居住者の親族が居住者のた
　　めに住宅を建設または購入する場合
　　も対象となります。
　②危険住宅を撤去し、公営住宅に入居
　　 し た り 親 族 の 住 宅 に 同 居 す る 場 合
　　も、事業の対象となりますが、空き
　　家の撤去は対象となりません。

◎問い合わせ先
　役場景観推進課建設係
　☎（86）1136［直通］
　県建築課監察指導係
　☎ 099（286）2111

あなたの住まいは安全ですか？
～ がけ地近接等危険住宅移転事業 ～

（参考）「がけ」とは、地表面が水平面に対し 30 度を超える角度をなし、かつ、
その高さが 2 ｍを越えるもので、その区域は「がけ」の高さの 2 倍以内の
範囲です。（下図参照）

がけの下端からの水平距離が
がけの高さの 2 倍以内

がけの上端からの水平距離が
がけの高さの 2 倍以内

2 ｍを超える高さ

30 度超

　がけ地近接等危険住宅移転事業とは、がけ地の崩壊
などにより、住民の生命に危険を及ぼすおそれのある
土地に建っている住宅を、 安全な場所に移転するた
め、国と県および町が移転者に危険住宅の除去などに
要する費用と、新たに建設または購入する住宅に要す
る経費（金融機関から融資を受けた借入金の利子相当
額）に対して補助金を交付する制度です。
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農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
変

更
案
の
窓
口
縦
覧
に
つ
い
て

  

町
で
は
平
成
28
年
度
に
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
の
全
体
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

現
在
の
農
地
の
利
用
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
今
後
農
業
用
に
積

極
的
に
活
用
す
る
区
域
（
農
用
地

区
域
）
と
そ
れ
以
外
の
区
域
に
区

分
す
る
見
直
し
の
計
画
案
が
で
き

ま
し
た
の
で
縦
覧
し
ま
す
。

○
縦
覧
期
間

　

８
月
12
日
（
金
）
～

８
月
31
日
（
水
）

　

※
土
日
、
祝
日
を
除
く

○
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

○
縦
覧
場
所

　

指
江
庁
舎
農
林
課

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
農
政
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

出
水
養
護
学
校
体
験
学
習
の

案
内

　

県
立
出
水
養
護
学
校
で
は
、
障

が
い
の
あ
る
幼
児
や
児
童
生
徒
と

そ
の
保
護
者
な
ど
に
、
教
育
内
容

や
指
導
方
法
な
ど
を
広
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
特
別
支

援
教
育
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
、
体
験
学
習
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

９
月
21
日
（
水
）

　

午
前
8
時
50
分
～
午
後
２
時
30
分

○
対
象
者
（
保
護
者
含
む
）

①
平
成
29
年
度
就
学
予
定
の
幼
児

②
小
学
校
６
年
お
よ
び
中
学
校
３

年
に
在
席
し
て
い
る
児
童
生
徒

③
教
育
関
係
者
な
ど

○
申
込
受
付
期
間

　

８
月
22
日（
月
）～
9
月
５
日（
月
）

○
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。

○
準
備
な
ど

　

・
全
員
上
履
き
持
参
の
う
え
、

　

体
育
服
、
ジ
ャ
ー
ジ
の
準
備
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

　

・
体
験
学
習
生
、
保
護
者
と
も

　

に
給
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。午
後
、

　

参
加
さ
れ
る
人
は
各
自
弁
当
を

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
出
水
養
護
学
校
体
験
学
習
係

　

☎
（
63
）
３
４
０
０

介
護
・
福
祉
・
看
護
分
野
就

業
相
談
会

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
が
増

え
、
仕
事
を
探
す
人
（
求
職
者
）

が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
、

病
院
、
介
護
事
業
所
の
人
材
な
ど

が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水
で
は
次
の

日
程
で
専
門
機
関
の
就
業
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

○
看
護
職（
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
）

の
就
業
相
談

　

８
月
16
日
、
９
月
20
日
、
10
月
18
日

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

○
介
護
・
福
祉
（
県
社
会
福
祉
協

議
会
）
の
就
業
相
談

　

８
月
25
日
、
９
月
21
日
、
10
月
27
日

　

午
前
11
時
～
午
後
２
時
30
分

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　

☎
（
62
）
０
６
８
５

川
内
公
証
役
場
が
移
転
し
ま

し
た

　

川
内
公
証
役
場
は
、
平
成
28
年

7
月
19
日
か
ら
次
の
場
所
に
移
転

し
、
新
事
務
所
に
お
い
て
業
務
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

従
来
ど
お
り
、
遺
言
の
ほ
か
任

意
後
見
、
不
動
産
賃
貸
借
、
金
銭

消
費
貸
借
、
離
婚
、
尊
厳
死
宣
言

な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
や
、
会

社
・
法
人
設
立
の
た
め
の
定
款
認

証
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
新
役
場
所
在
地

　

〒
８
９
５
‐
０
０
６
１

　

薩
摩
川
内
市
御
陵
下
町
14
番
１
号

　
（
国
道
3
号
線
沿
い
、
川
内
高

　

等
学
校
北
隣
）

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
５
４
４
８

精
神
科
救
急
医
療
電
話
相
談

窓
口
を
開
設

　

県
で
は
、
精
神
疾
患
を
有
す
る

人
や
そ
の
家
族
な
ど
か
ら
の
緊
急

的
な
精
神
医
療
相
談
を
電
話
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に

対
し
て
助
言
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
て
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

○
受
付
時
間

・
月
曜
～
土
曜
（
祝
日
お
よ
び
12
月

　

29
日
～
翌
年
１
月
３
日
を
除
く
）

　
　

午
後
５
時
～
翌
日
午
前
９
時

・
日
曜
、
祝
日
、
12
月
29
日
～
翌

　

年
１
月
３
日

　
　

午
前
９
時
～
翌
日
午
前
９
時

※
緊
急
的
精
神
科
医
療
相
談
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

※
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
が
あ
る

場
合
や
一
般
的
な
精
神
保
健
福
祉

相
談
は
保
健
所
や
役
場
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
必
要
に
応
じ
て
保
健
所
や
関
係

機
関
に
相
談
内
容
を
提
供
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

精
神
科
救
急
医
療
電
話
相
談
窓
口

　

☎
０
９
９
（
８
３
７
）
３
４
５
８

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

推
薦
入
校
生
募
集

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
平
成
29
年
度
推
薦
入
校
生
を

募
集
し
ま
す
。

○
募
集
科
目

　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
情
報
処
理
課

○
募
集
人
員

　

各
科
10
人
程
度

○
訓
練
期
間

　

各
科
２
年

○
応
募
資
格

　
高
等
学
校
を
平
成
29
年
3
月
に

卒
業
見
込
み
の
人

○
願
書
受
付
期
間

　

9
月
1
日（
木
）～
9
月
29
日（
木
）

（
当
日
消
印
有
効
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
５
（
65
）
２
２
４
７

人
権
同
和
問
題
啓
発
強
化
月
間

　

８
月
は
「
人
権
同
和
問
題
啓
発

強
化
月
間
」
で
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
、
女
性
、
子
ど
も
、

高
齢
者
な
ど
へ
の
差
別
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
悪
質
な
書
き

込
み
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

が
、
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り

が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏

見
や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に

向
け
て
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
も
身
近
な

こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
人
権
同
和
対
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
７
４

　天草地域フェリー航路利用促進協議会では、熊
本県天草市と長崎県島原地域・鹿児島県北薩地域
を結ぶフェリー航路の更なる利用促進を図るた
め、乗船促進キャンペーンを実施します。
　往路の乗船証明と天草市内の対象施設での宿泊
の証明印をもらうと復路のフェリー代、車両（５
ｍ未満まで）と同乗者２人まで無料で乗船できま
す。
　この機会にぜひ、平成 30 年に世界文化遺産登
録を目指す「天草の﨑津集落」やイルカウォッチ
ングを天草で楽しんでみませんか。

○キャンペーン実施期間（予定）
　９月１日（木）～ 12 月 16 日（金）
　（先着 400 組限定）

○キャンペーン対象航路
　①口之津～鬼池航路（島鉄フェリー）
　②中田～諸浦航路（天長フェリー）
　③牛深～蔵之元航路（三和フェリー）
○利用方法
　キャンペーンチラシに往路の乗船証明を押して
もらい、天草市内の対象の宿泊施設の証明印をも
らうと復路のフェリー代、車両（５ｍ未満まで）
と同乗者２人まで無料で乗船できます。
　※利用者の中から抽選で 10 名のかたへ天草特
　　産品をプレゼントします。
　※乗船の際、アンケートにご協力ください。
◎問い合わせ先
　天草地域フェリー航路利用促進協議会事務局
　（熊本県天草市地域政策課内）
　☎ 0969（27）6000

天草地域フェリー航路乗船促進キャンペーン
先着 400 組限定
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↑マイスターに教えてもらいながら製作する生徒ら

↑化石レプリカづくりを楽しむ子どもたち

↑町長へ伝達文を手渡す蒔元さん

↑Ａランク優勝の矢堂チーム

↑県大会優勝の賞状を手にする竹山真平さん

ものづくりマイスター体験教室

のづくりの魅力を感じても
　７月６日、鷹巣中学校（橋野博文校長）で、厚
生労働省の「ものづくりマイスター制度」を活用
した、ものづくり体験教室が行われました。
　この日は、同校の 1 年生 46 人が受講。県左官
業協同組合のマイスター 5 人が講師となった鏝

こて

絵
え

模様製作と、鹿児島建築工友会のマイスター 7
人が講師として本立ての製作の 2 グループに分
かれて、ものづくりを楽しみました。
　本立て製作に参加した濵真治さんは「ノコギリ
で斜めに切るのが難しかったが、きれいに作り上
げることができた」と完成した本立てを手に満足
げでした。

第 11回自治公民館対抗バレーボール大会

堂自治公民館が２連覇！矢
スポーツを通じて、町民の健康づくりと健全な自
治公民館づくりを目的に、７月４日から８日にか
けて第 11 回自治公民館対抗バレーボール大会が
開催されました。
　この大会には、24 自治公民館から 26 チームが
参加。Ａ・Ｂランク別で予選を行い、各ランクの
上位で決勝大会が行われました。
　各公民館の白熱した試合の結果、Ａランクは矢
堂チームが連覇し、Ｂランクは菅牟田チームが優
勝しました。以下、大会の結果は次のとおりです。
Ａランク　【優勝】矢堂　　【２位】浦底Ａ
　　　　　【３位】薄井Ａ・山中
Ｂランク　【優勝】菅牟田　【２位】宮ノ浦
　　　　　【３位】藤之元・山寺

　毎年７月は、「社会を明るくする運動」強化月
間です。この運動の啓発を図ろうと７月１日、役
場で伝達式がありました。
　この日は、川添町長へ出水保護区保護司会の長
島支部保護司の蒔元秀士さんが内閣総理大臣から、
同支部保護司の柏木利之さんは県知事からの社会
を明るくする運動のメッセージ伝達を行いました。
　蒔元さんは「犯罪や非行を防止し、過ちを犯し
た人たちの立ち直りを理解し支える明るい地域づ
くりの推進をお願いしたい」と伝達。これを受け、
川添町長は「町として、これからも明るい社会づ
くりにまい進していきたい」とあいさつしました。

「社会を明るくする運動」伝達式

かえり」のチカラで、支え合う社会へ「お

ワクワクドキドキおもしろ科学体験

学の楽しさを味わって科
　「ワクワクドキドキおもしろ科学体験＠長島」
が 7 月 20 日は町開発総合センターで、21 日は町
文化ホールで 2 日間に渡り開催されました。
　これは、地域おこし協力隊の丸山啓志さんと、
丸山さんの所属する京都大学理学部の先生や大学
院生が講師となり、子どもたちと一緒に手を動か
し体験することで科学の面白さを味わってもらう
ために開催されたものです。
　「光るツリーづくり」や「化石レプリカづくり」
など 4 つのブースを設け、終業式を迎えたばか
りの子どもたちに、夏休みの自由研究について考
えるきっかけづくりとなっていました。

　阿久根市の三笠柔道スポーツ少年団に所属す
る、竹山真平さん（長島中学校 2 年）が、7 月 25 日、
26 日に開催された県中学校体育大会柔道競技の男
子個人 81kg 級で見事に優勝し、8 月に開催され
る九州大会・全国大会出場の切符を手にしました。
　竹山さんは準決勝で大会第１シードの選手と対
戦。「本当に自分が投げたのか感覚が無かった」と、
見事な内股１本を取り、その勢いのまま優勝を果
たしました。
　全国大会へ向け「相手は 3 年生ばかりで、力
の差はあるが、ポイントを取り 1 勝を目指したい」
と抱負を述べた竹山さんは、8 月 5 日からの九州
中学校柔道競技大会（宮崎市）、8 月 17 日からの
全国中学校柔道大会新潟大会（新潟県上越市）へ
出場します。

竹山真平さんが見事優勝

国大会への切符を掴む全

　地域おこし協力隊として活動する鬼氣悟士さん
と益田菜央子さんが、町の医療費削減、健康増進
をテーマとして「長島大陸じゃがじゃがジム」を
７月 25 日に開設しました。これを記念して、ＳＡ
ＷＡＫＩＧＹＭの澤木一貴先生を招いての記念講
演「姿勢が良くなり、足が速くなる体幹トレーニ
ング」が 7 月 20 日からの 2 日間、指江庁舎大ホー
ルと町開発総合センターで行われました。
　参加した小学生と保護者たちは約 1 時間のト
レーニングを経て「体が柔らかくなった！」など
と体の変化に驚き喜んでいました。
　「長島大陸じゃがじゃがジム」は、鹿児島相互
信用金庫長島支店の 2 階会議室を拠点に、個人の
健康状況に応じて、改善プログラムを準備し、本
町の町民の皆さんへ健康サービスを提供します。

「長島大陸じゃがじゃがジム」

ープン目前に記念講演オ

↑澤木先生の話を聞きながら体を動かす参加者ら
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夏祭り納涼大会

島の熱い夏がスタート長
　サマーフェスティバル in ながしま 2016 が 7
月 30 日、夕暮れとともに「夏祭り納涼大会」が
あづま海水浴場で幕を開けました。
　この納涼大会には、夏の夜を楽しもうと 1,000
人を超えるお客さんが詰めかけました。海辺に設
けられたステージでは、町内のグループによるフ
ラダンスを皮切りに、芸能ショーやカラオケ、演
歌歌謡ショーなどがあり、観覧席からは声援と盛
んな拍手が送られました。また、観覧席の周りに
は、かき氷や焼きそばなどの屋台が並び、多くの
人が列を作るほどの盛況ぶりでした。
　会場の雰囲気も最高潮に達した頃、特設ステー
ジはお楽しみ抽選会で締めくくり、最後は次々と
打ち上げられる大輪の花火が、夜空を彩っていま
した。

↑照りつける太陽の下、はつらつとプレーする選手ら

あづまＣＵＰ 2016 ビーチバレー大会

さ吹き飛ばす熱烈プレー暑
　夏の恒例イベントあづま CUP2016 ビーチバ
レー大会が７月 31 日、あづま海水浴場でありま
した。県内外から 71 チーム、321 人が出場し、
熱戦を繰り広げました。
　この日は好天に恵まれ朝から強い日差しが照り
つけ、風もほとんど吹かず最高気温は 30℃を超
えました。火傷しそうなほど熱くなった砂の上
で、選手らは暑さを感じさせないはつらつとした
プレーで観客らを沸かせました。
　予選リーグを突破したチームは強豪ぞろい。決
勝トーナメントを勝ち進むごとにハイレベルな試
合を展開し、大いに盛り上がりを見せました。暑
さと疲労を乗り越え「全力星人」（出水市）が栄
冠を手にし、選手らは応援してくれた仲間と一緒
に喜びを分かち合いました。

↑花華かおり歌謡ショーでの一幕

第 64回三地区親善体育大会

子バレーボールが優勝男
　７月 17 日に、第 64 回三地区親善体育大会が阿
久根市で開催されました。この日は朝からの雨の
影響で屋外競技が中止となり、屋内競技（剣道・
弓道・男子・女子バレーボール・家庭婦人バレーボー
ル・卓球・囲碁）７種目のみで大会が行われました。
　この大会は、歴史的・地理的に密接な関係で結
ばれている天草・阿久根・長島の地区代表による
大会で、選手たちはお互いの交流を深めながらも
白熱した試合を繰り広げました。
　開会式では、島原・天草・長島架橋建設促進事
業の早期実現に向けての各市町首長のあいさつが
あり、より一層密接に連携を深めていくことを確
認しました。なお、来年度は長島町を会場とした
大会が予定されています。

↑早速活躍するバックホー

　平成 27 年度から町内 57 自治公民館へ交付して
いる「長島夢追い元気集落活性化事業補助金」を
活用し、田尻自治公民館は独自で小型のバックホー
を購入。田尻地区のむらづくりや自然災害時の対
応など、地域への大きな貢献が見込まれます。
　7 月 31 日は、多面的機能支払交付金事業（水土里
サークル活動）　の一環で、畑の周りに側溝の埋め
込み作業を集落役員 12 人で実施。そこへ今回購入
した新車のバックホーもお目見えしました。
　上窪正志館長は「田尻地区は農業が盛んで、町
の深耕・造成・客土の補助事業も活用しているが、
どうしても自己負担が増えてしまう。集落内の農
家にこのバックホーをオペレーター付で低価格で
貸し出すことで、お互いが助かる環境を作り、い
つまでも元気な田尻のむらづくりを目指したい」
と話しました。

長島夢追い元気集落活性化事業補助金を活用

尻地区の元気づくりに貢献田

↑優勝した男子バレーボールチーム

ブリのつかみ取り大会

にした大物に大満足手
　７月 31 日、あづま海水浴場でブリのつかみ取
り大会がありました。
　当日の飛び入り参加 11 人を含め県内外から
221 人が参加し、子どもの部と大人の部に分かれ、
にぎわいを見せました。
　子どもの部では、夏休みを迎えとびっきりの一
日にしようと子どもらが、スタートの合図と同時
に元気よく海に飛び込みましたが、目の前を素早
く泳ぐブリに悪戦苦闘。やっとの思いで捕まえる
と、最高の笑顔でブリを胸に抱え込みました。大
きいものでは５㌔を超えるブリに参加者から笑み
がこぼれました。
　職場の同僚らと訪れた大崎町出身の救

く に ご う

仁郷諭さ
んは「初めての長島で最高の思い出ができた。来
年も参加したい。今夜は一緒に参加した仲間とブ
リを肴に島美人を飲みたい」と目尻を下げました。

↑合図と共に一斉に駆け出す参加者

↑戦没者の霊へ献花する遺族ら

長島町戦没者追悼式

久平和への誓い新たに恒
　長島町戦没者追悼式が、７月 20 日、遺族らが
参加のもと町開発総合センターでありました。
　戦後 70 年が経過し年を重ね、本町が発展をと
げる一方で、戦争体験者や遺族の高齢化が進み記
憶の風化が一層懸念されます。
　式では、戦没者に対し黙とうを捧げた後、遺族
を代表して小浜の濵畑順一さんが「長島町も２町
が合併し早や 10 年が過ぎ、戦前に想像もできな
かった繁栄を見ておりますが、これも国難に殉じ
られた戦没者の犠牲があったことを私たちは決し
て忘れません」とあいさつ。その後、献花が行わ
れ、二度と悲惨な戦争が繰り返されることがない
よう恒久平和への誓いを新たにしました。
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（　）内は前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謹
ん
で
お
悔
み

　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

▽
と
あ
る
メ
ー
ル
が
役
場
宛
て
に

届
き
ま
し
た
。

　

メ
ー
ル
の
内
容
は
、
家
族
が
入

院
し
て
い
る
病
院
に
長
島
町
出
身

者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
の
人
は

病
身
で
、
十
数
年
間
帰
郷
で
き
ず

に
故
郷
・
長
島
を
と
て
も
恋
わ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

送
り
主
は
、そ
の
人
の
た
め
に
、

長
島
町
の
名
所
の
写
真
を
送
っ
て

欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

入
院
さ
れ
て
い
る
そ
の
人
の
た

め
に
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
長
島

町
に
直
接
問
い
合
わ
せ
て
こ
ら
れ

た
行
動
に
心
を
動
か
さ
れ
た
の
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
送
付
し
た
写

真
や
広
報
紙
、
町
勢
要
覧
を
見

て
、
い
ず
れ
必
ず
訪
問
し
た
い
と

お
礼
の
返
信
を
貰
っ
た
時
に
は
、

と
て
も
う
れ
し
く
、
胸
に
く
る
思

い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

仕
事
を
し
て
い
る
と
、
い
ろ
い

ろ
な
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
町
出
身
者
や
長
島
を
知
ら
な

い
人
に
も
、
今
の
「
長
島
町
」
を

伝
え
ら
れ
る
広
報
作
り
を
頑
張
り

た
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

（
濵
田
将
尚
）

10,806 (+1)

平成 28 年 7 月 31 日現在

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,211 ( - 5 )
5,595 (+6)

  4,469 (+2)

ケ
イ
ト
ウ
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

７
月
26
日
、
長
島
町
の
公
共
事
業
な

ど
の
設
計
業
務
な
ど
を
請
け
負
う
県

内
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
85
業
者

２
０
８
人
が
長
島
町
内
の
国
道
、
県
道

沿
い
に
ケ
イ
ト
ウ
の
花
を
植
栽
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　

瀬
戸
港
で
の
開
始
式
の
あ
と
、
７
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
国
県
道
25
カ
所

に
約
１
万
３
千
本
、
距
離
に
し
て
約
４

㌖
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
炎
天
下
で
の
作
業
で

し
た
が
、
肥
料
と
土
を
混
ぜ
１
本
ず
つ

丁
寧
に
植
栽
し
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
男
性
は
「
ケ
イ
ト
ウ
が
咲

い
た
頃
長
島
に
遊
び
に
来
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

秋
に
は
、
真
っ
赤
な
色
で
、
長
島
路

を
彩
り
ま
す
。

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

↑炎天下で作業をする参加者ら↑１本ずつ丁寧に植栽
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宮
之
浦
港
沖
で
、
7
月
27
日

の
朝
、
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
が
定
置

網
に
か
か
っ
て
い
る
の
を
、
操

業
し
て
い
た
濱
利
範
さ
ん
、
常

人
さ
ん
親
子
（
宮
ノ
浦
）
が
発

見
し
ま
し
た
。

　

か
か
っ
た
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ

は
、
全
長
約
５
㍍
。
あ
ま
り
の

大
き
さ
の
た
め
、
濱
さ
ん
親
子

は
急
き
ょ
親
戚
の
協
力
を
も

ら
っ
て
ユ
ニ
ッ
ク
２
台
を
駆
使

し
て
網
か
ら
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
を

救
助
し
ま
し
た
。

　

常
人
さ
ん
は
「
ジ
ン
ベ
エ
ザ

メ
は
水
族
館
で
見
た
こ
と
は
あ

る
が
、
定
置
網
に
か
か
っ
て
い

る
の
は
初
め
て
。
間
近
で
見
て

そ
の
大
き
さ
に
驚
い
た
。
再
び

迷
い
込
ん
で
来
な
い
よ
う
に
泳

い
で
く
れ
れ
ば
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
を
救
助

↑救助されたジンベエザメ（写真提供：増満るみさん）



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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8/29

２７ ２８ ２９

8/28
◎母子相談（1歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○高尾野診療所 82-0017
○上園医院 73-1055
○久木田歯科医院 73-0470
□クレイン調剤薬局 63-4300
□高尾野会営薬局 64-2110
□本町薬局 73-3233
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎特定健診・胃がん検診
（幣串漁村センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎特定健診・胃がん検診
（御所ノ浦高齢者コミュニティセンター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎特定健診・胃がん検診
（獅子島アイランドセンター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎特定健診・胃がん検診
（諸浦コミュニティセンター）

◎特定健診・胃がん検診
（町文化ホール）

○飯尾医院 88-5040
○楠元内科医院 62-8600
○来仙医院 84-2005
○内山病院 73-1551
○村岡歯科医院 62-0601
□ポポロ薬局 63-4630
□スマイル薬局 84-2430
□本町薬局 73-3233
◇キッズクリニック 63-7707

◎特定健診・胃がん検診
（町文化ホール）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎３歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○市川医院 63-3151
○吉井中央病院 62-3111
○しみずこども医院 68-0633
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○児島歯科医院 86-1266
□長島調剤薬局 64-5555
□第二緑調剤薬局 63-1177
□マリン薬局 63-6678
□すくすく薬局 72-5010
□脇本調剤薬局 75-2215
◇しみずこども医院 68-0633

敬老の日

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

○長島クリニック88-6405
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○クリニック .なかむら 62-0241
○鶴見医院 73-0553
○中島歯科医院 82-0020
□しおかぜ薬局 88-6011
□ふれあい薬局 63-3070
□会営薬局阿久根店 72-5060

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎婦人がん検診
（保健福祉センター・町文化ホール）
◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

秋分の日

○平尾診療所 88-2595
○恒吉医院 82-0048
○三慶医院 63-2333
○いまむらクリニック 73-1700
○上野歯科医院 63-2306
□タカラ調剤薬局 62-8813
□市民調剤薬局 68-0150

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○飯尾医院 88-5040
○平田整形外科クリニック 62-8801
○野田診療所 84-2023
○門松医院 64-6100
○北園歯科医院 64-2151
□ひまわり薬局 62-6070
□野田調剤薬局 84-2856
□ゆうゆう薬局 73-2907
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎特定健診・胃がん検診
（蔵之元公民館）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
● 9 月 19 日は敬老の日です。
　敬老の日は「多年にわたり社会につくしてきた老人を敬愛し、長寿を祝う」ことを
趣旨としています。

● 9 月 22 日は秋分の日です。
　秋分の日は「祖先をうやまい、なくなった人々をしのぶ」ことを趣旨としています。


